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１．はじめに 

農産物の育成に不可欠な肥料の三要素（窒素、リ

ン酸、カリウム）中で、リン（リン酸アンモニウム）

は、ほぼ全量を輸入に依存し、産出国が中国等に偏

在している。また近年、その輸入価格が乱高下して

いる1）。輸入価格の乱高下の背景には、気候変動、

ロシア・ウクライナ情勢の緊迫化等に伴う世界的な

食料生産の不安定化や食糧需要の拡大に伴う調達競

争の激化等があり、国内の食料安全保障の強化と農

林水産業の持続的な成長を推進する政府の基本方針

の中でも大きな課題と認識されている。 

2022年9月に行われた第1回食料安定供給・農林水

産業基盤強化本部において、内閣総理大臣から、喫

緊の課題である食料品の物価高騰に対応していくた

め、農林水産大臣を中心に緊急パッケージを策定す

るように出された指示の一つが、国土交通省等と連

携して、下水汚泥・堆肥等の未利用資源の利用拡大

により、グリーン化を推進しつつ、肥料の国産化・

安定供給を図ることであった。 

 

２．下水汚泥の肥料利用に係る現状と課題 

下水汚泥はこれまで、焼却後の灰の建設資材利用、

消化工程で発生したガス（バイオガス）や、乾燥ま

たは炭化した固形物のエネルギー利用、肥料や土壌

改良材としての緑農地利用等に供されてきた。下水

汚泥中には、リンや窒素等が多く含有されており、

国内の下水汚泥中のリン含有量は約5万ｔとされて

いる2）。国内で調達可能なリン資源と見なせるもの

の、これまでのところ、肥料利用されているのは、

約1割程度に過ぎない。 

利用促進のためには、技術的な課題とそれらを流

通させるための課題等がある。下水汚泥の肥料利用

は、大きく分けて、堆肥化と汚泥処理プロセスから

リン回収する方法（リン酸マグネシウムアンモニウ

ムが得られるMAP法やカルシウムヒドロキシアパタ

イトが得られるHAP法等）（以下「リン回収」という。）

がある。堆肥化は、肥料利用されている下水汚泥の

大半を占めるものである。課題として、重金属の含

有リスクやそれらを含めたネガティブイメージ及び

散布・施肥方法に関するノウハウ不足等に起因する

流通経路の確保が上げられる。リン回収については、

施設の管理コストが高いことや回収したリン成分の

バラツキが大きいこと等の課題がある。 

 

 

３．下水汚泥の肥料利用技術の実証研究 

下水汚泥の肥料化に係る技術が2022年度補正予算

及び2023年度のB-DASHプロジェクトに採択されたこ

とから、国土技術政策総合研究所（以下「国総研」

 

写真 

（写真ﾃﾞｰ

ﾀの貼り付

けは不

要） 

図-1 下水汚泥の利用 

（左上から時計回りにリン回収施設（神戸市）、回

収したりん肥料、下水汚泥コンポスト、下水汚泥コ

ンポスト施設（佐賀市））2) 
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という。）では、主として技術的な課題の解消を目

指し、下水道革新的技術実証事業（B-DASHプロジェ

クト）3）による委託研究として、技術の実証、評価

等を行うこととなった。 

 下水汚泥堆肥化については、（株）クボタ・UBE三

菱セメント（株）・中部エコテック（株）・島根県・

日本下水道事業団共同研究体により、これまでに畜

糞の堆肥化で実績のある縦型密閉発酵技術を用いて、

下水汚泥以外のバイオマスも副原料として配合し、

高速発酵乾燥する実証研究を行っている。当該技術

は、発酵槽内の状態に応じて投入量の調整や送気量

の制御等を行い、安定処理と省人化を図るものであ

る。また、断熱密閉槽内で発酵させることから、熱

効率が高く、乾燥用の外部熱源が不要であることや

臭気対策が容易であるという特徴もある（図-2）。 

 リン回収については、消化汚泥からリン酸マグネ

シウムアンモニウム（MAP）を回収する技術（水ing

エンジニアリング（株）・神戸市共同研究体）にお

いて、従来よりも、安定的で高い回収効率とすべく、

実証研究を行っている。また、計測制御の活用によ

る省力化や省エネ性等に配慮し、消化汚泥を脱水し

た分離液から、MAPを回収する技術（JFEエンジニア

リング（株）・横浜市共同研究体）の実証研究も行

っている。また、消化工程を経ずに脱水した分離液

から、リン酸カルシウムとして回収する技術（太平

洋セメント（株）・メタウォーター（株）・東京都

下水道局共同研究体）について、脱水分離液の水質

変動に追従し、過不足なくリン回収資材を添加して、

四季を通じて安定的な品質を確保できる最適な制御

等の実証研究も行っている。 

 さらに、下水汚泥焼却灰を肥料の原料とするため、

三機工業（株）・秋田県・東京都下水道局共同研究

体により、下水汚泥焼却灰から重金属を削減すると

ともに、利用しやすく造粒する技術の調査も実施し

ている。 

 実証研究終了後には、各技術に対するガイドライ

ンを作成することとしており、各下水処理場で適し

た技術を活用していただきたいと考えている。 

 

４．おわりに 

国内資源である下水汚泥の肥料利用は、持続可能

な資源循環型社会の構築に貢献するものであり、大

半を輸入に頼り、国際市況や産出国の輸出動向の影

響を受けやすい原料確保に対して、魅力あるもので

あると思われる。2022年12月に策定された食料安全

保障強化政策大綱の中では、2030年までに、堆肥・

下水汚泥資源の使用量を倍増し、肥料の使用量（リ

ンベース）に占める国内資源の利用割合を40％まで

拡大（2021年：25％）することが掲げられた。 

大きな課題の一つである流通についても、農林水

産省と国土交通省及び関係者が連携し、消費者の理

解の促進を図る取組が進められている。具体的な動

向として、2023年12月には、東京都と全国農業協同

組合連合会（JA全農）が都内の下水汚泥から取り出

したリンを肥料として使うための連携協定が締結さ

れたところである。 

 国土交通省の政策支援、技術マネジメントの使命

を有する国総研においても、これらの動向に遅れる

ことなく、役割を果たしてまいりたい。 

  

☞詳細情報はこちら 

1) 農林水産省：肥料をめぐる情勢、令和5年11月

https://www.maff.go.jp/j/seisan/sien/sizai

/s_hiryo/attach/pdf/HiryouMegujiR5-5b.pdf 

2) 国土交通省：下水汚泥資源の肥料利用の拡大

https://www.mlit.go.jp/mizukokudo/sewerage

/mizukokudo_sewerage_tk_000555.html 

3) 国土交通省国土技術政策総合研究所：

https://www.nilim.go.jp/lab/ecg/bdash/bdas

h.htm 

 

図-2 縦型密閉発酵槽による下水汚泥の肥料化技術
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